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消防団員募集中

［新年のご挨拶］
左京消防団松ヶ崎分団 分団長 河村栄二

　明けましておめでとうございます。謹んで新春
のお慶びを申し上げます。松ヶ崎学区地域住民
の皆様におかれましては、日頃より消防団活動
に対し深いご理解とご協力を賜り、誠にありがと
うございます。
　昨年は、年始早々に能登半島を直撃する大き
な地震が発生しました。その復興が進まない中、
夏には追い打ちをかけるように水害が襲うなど、

各地で自然災害による甚大な被害が頻発した一年でした。
　私たち消防団員は、不意の災害に備えるべく、日々の訓練に励むと
ともに、自主防災会が主催する総合防災訓練や各ブロック訓練に積極
的に参加し、地域住民の皆様と交流を深めながら活動しております。
　また、松ヶ崎分団発足以来初めて、女性分団員2名を迎えることが
できました。彼女たちの積極的な姿勢は本当に力強く、頼もしく、松ヶ
崎分団の雰囲気も一段と明るくなりました。多様性が求められる時代
において、女性分団員の活躍が分団活動に新たな可能性をもたらす
ものと確信しております。
　今後も、左京本団や消防署のご指導を仰ぎつつ、自主防災会をはじ
め地域の皆様との連携をさらに深め、より一層地域に貢献できる消防
団を目指してまいります。引き続きご支援・ご協力を賜りますようお願
いいたします。最後になりましたが、本年が松ヶ崎学区地域住民の皆
様にとって素晴らしい一年となりますことを心よりお祈り申し上げ、新
年のご挨拶とさせていただきます。
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［新年にあたって］
松ヶ崎消防分団後援会 会長 三宅照男

　新年明けましておめでとうございます。
　京都市の消防団は、江戸時代に各町で組織さ
れていた「町方火消」が、明治9年に「消防組」と
なり、昭和13年頃には「警防団」に改組、さらに
昭和23年に「消防団」となりました。その300年
余りの長い歴史と輝かしい伝統を受け継ぎ、今
日に至っています。現在、松ヶ崎学区では、住民
の有志が分団長を中心に、予防や警防、それを

支える教育や総務の担当として、京都市公務員特別職である分団員
24名が日々活動し、住民の安全・安心を守るため尽力しています。
　近年、大災害や人災の増加に加え、少子高齢化が加速度的に進行
しています。比較的災害の少ない松ヶ崎であっても、その影響を完全
には避けられません。独居世帯や空き家、不在世帯の増加は、住民の
連携を考える上で学区にとって大きな課題となっています。
　こうした状況の中、自治連合会の各団体と連携を図り、災害が発生
する前に、世帯や住民一人ひとりの問題として捉え直し、消防分団と
ともに対策を講じる必要があると考えます。また、住民の皆様からい
ただいた後援会費という貴重な浄財を大切に運用し、災害に備えて
いきたいと思います。
　松ヶ崎学区消防分団では、一昨年から学区内在住の女性分団員2
名が入団し、活躍されています。また、少年消防クラブも存在し、将来
の松ヶ崎の安全・安心を担う心強い人材として活動しています。今後
とも、松ヶ崎消防分団の活動を支えるため、全世帯・全住民の皆様の
ご理解とご後援を賜りますようお願い申し上げます。

［巳年を迎え 新年のご挨拶］
松ヶ崎自主防災連合会 会長 岩澤有徑

　明けましておめでとうございます。清々しい新
年を迎え、松ヶ崎の皆様におかれましては、誠に
大慶に存じます。
　昨年の松ヶ崎学区総合防災訓練におきまして
は、地域の団体長の皆様をはじめ、多くの学区の
皆様にご参加いただき、誠にありがとうございま
した。この訓練では、ブロックごとに集合場所へ
集まり、町内で情報交換を行った後、グループで

判断し次の行動に移るというシミュレーションを実施いたしました。こ
のような流れでの訓練は、実際の災害時に大変重要な役割を果たす
ものと考えております。
　また、今回は京都大学名誉教授の笹田昌孝先生をお招きし、「災害
時に命を守る方法」についてご講演いただき、災害時には「頭を守り、
感電に注意して避難すること」が重要であると教えていただきました。
まずは命を守ることを最優先に考え、さらに「健康な体を維持するこ
と」が日頃から重要であるとお話されました。災害への備えを万全に
し、準備や心構えを見直していくことが、皆様の安心につながります。
　さて、松ヶ崎消防分団の皆様の活躍には目を見張るものがありま
す。日々の訓練はもとより、「火災の発生を防ぐには何をすればよい
か」という情報についても、自主防災会のブロック訓練を通じて学ば
せていただいております。私たちも、時代の変化に合わせて知識を
アップデートする必要性を強く感じております。
　消防分団の活動は地域にとって重要な指標となっており、その多大
な貢献により、松ヶ崎の地域では奉仕の精神がさまざまな団体に息づ
いております。これからも、松ヶ崎消防分団のさらなるご活躍を心より
お祈り申し上げます。

［新年のご挨拶］
京都市左京消防署長 中原謙二

　松ヶ崎学区の皆様、新年あけましておめでとう
ございます。令和７年の輝かしい新春をつつが
なくお迎えのこととお喜び申し上げます。
　また、日頃より消防行政の推進に対し、格別の
御理解と御協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、昨年も全国各地で様々な自然災害が発
生し、特に能登半島地震では、多くの方が被災さ
れ、復旧作業が進められる中、９月には豪雨災

害が発生し大きな被害がもたらされました。改めて、自然の驚異を痛
感し、災害への備えの重要性を再認識させられる一年となりました。
　災害は、いつ、どこで発生してもおかしくない状況であり、平時から
災害への備えや防災意識の向上が不可欠です。
引き続き、いざという時に自ら考え行動できる人づくり、地域づくりを
推進していかなければならないと考えております。
　左京消防署では、左京消防団、自主防災会の皆様と力を合わせ、区
民の皆様の安心・安全のため、災害対策や防火・防災活動の推進に全
力で取り組んで参りますので、御支援、御協力を賜りますようお願い申
し上げます。
　結びに、この一年が松ヶ崎学区の皆様にとりまして安心・安全で幸
多き年でありますよう御祈念いたしまして、新年の御挨拶とさせてい
ただきます。



　昨年の正月には能登半島を直撃した大地震、盆には南海トラフ

注意情報と、大地震の前兆ともいえる動きがありました。更に、

近年は大雨による被害も増加しており、災害への備えがますます

重要になっています。

　松ヶ崎学区では、地域住民の防災意識を高めるため、自主防災

連合会が全8ブロックで学校や幼稚園、区役所、公園などで個別

に訓練を実施しています。その活動の中で、我々消防団も重要な

役割を担っています。消防署と連携し、地域の皆様に向けてAED

操作法や心臓マッサージ、消火器操作の指導を行い、実践的な防

災力の向上を目指しています。

　さらに、子供フェスティバルでは、子どもたち向けに消火器の

使い方を教える場を設け、総合防災訓練ではポンプ操法を披露し

ています。これらの活動を通じて、地域全体の防災意識を高める

とともに、いざという時に役立つ知識と技術を広めています。

　日々の備えが災害時の命を守る鍵となります。特に、避難訓練

や防災訓練の経験が実際の災害時に生きてきます。地域の皆様に

ご参加いただき、さらに強固な防災体制を築いていくためにも、

多くの方々のご参加をお願い申し上げます。

地域の防災力を強化！
松ヶ崎消防分団の取り組みと訓練
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　私が消防団に入った

きっかけは、ジュニア

消防団で子どもたちと

防災について学ぶ中

で、まだ知らないこと

がたくさんあると感じ

たからです。指導員としての経験を通

じて、地域の安全の重要性に改めて気

付きました。初めての査閲訓練では、

先輩団員の指導や、OB団員や地域の

方々からのご支援・応援のおかげで、

多くのことを学び、大きな一歩を踏み

出すことができました。これからは、

子どもたちに楽しく防災の大切さを伝

えつつ、女性ならではの視点で防災に

ついて考え、地域に貢献できるよう努

めたいと思います。

　生まれ育った地域のために貢献でき

ることを考える中で出会ったものが消

防団でした。入団の決め手は、京都市

の総合査閲での父や団員の方々による

点検訓練や小型動力ポンプ操法の迫力

ある姿に感動したことです。

　当初は不安も多くありましたが、消防隊の方々の懸

命なご指導のおかげで、安心して訓練や活動に取り組

んでいます。松ヶ崎分団の皆さまには温かく迎え入れ

ていただき、入団

して本当に良かっ

た と 感 じ て い ま

す。今後ともご指

導のほど、よろし

くお願い申し上げ

ます。

新入団員紹介 表彰旗を掲示しています
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